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解説

世界の神話と主な宗教に見られる土壌と大地

陽捷行

キーワード ガイア，地球生命圏，一神教，多神教

1 .はじめに

すべてが変わったのは， 1969年のことである.この年，

川面に映された自分の姿を見るように，われわれは，宇宙

船アポロが撮影した青い地球の写真の中に，初めてわれわ

れ自身を見た.そのときから，われわれは自分自身を地球

全体から切り離すことができないという自覚をもった.全

体としての地球は，生き物かもしれないという自覚である.

1969年は，イギリスの生物・医学者 ジェームズ・ラ

ブロックが，地球は太陽系の中で最大の生き物(地球生命

圏ガイア)であると思考した創造的な年で、もあった(ラブ

ロック， 1984). ガイア理論といわれるこの理論は，地球を

巨大な生命体とみなす仮説に由来する.生物学者リン・マー

ギュリス，気象学者アンドリュー・ワトソンなどが支持者

に名を連ねた. この考え方は，今でも多くの科学者，宗教家，

政治家および芸術家などに大きな影響を与えている.

ラブロックは当初， この理論を「自己統制システム」と

命名した.後に作家のウィリアム・ゴールディングの提

案により，ギリシャ神話の女神「ガイア」にちなんで，地

球生命圏ガイアと改名した.その後，彼はガイアに関す

るさまざまな概念を提唱する(ラブロック， 1989，1998， 

2006). 

ラブロックの言うガイア CGaia，Gaea) あるいはゲー

CGe)は，ギリシャ神話に登場する女神，地母神で大地の

象徴である.ただし，ギリシャ神話のガイアは天をも内包

した世界そのものでもあり，文字通りの大地を含めたもっ

と大きな存在でもある.現代，地球生命圏は自己統制、ンス

テムまたはガイアという生きた大地の象徴として認識され

ている(ラブロック， 2006). このような生きた大地の概

念は，過去にも多くの神話，宗教，伝説および伝承の中に

見られる.後で述べるが，人間 Chuman)は土壌 Chumus:

腐植土)から作られたという旧約聖書の話しは，その良い

例であろう.

また，生きている地球生命圏ガイアの認識は，地球は脳

を持つという概念に進展する.ケンブリッジ大学で数学・
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理論物理学・実験心理学を学び，プリストル大学で、膜想心

理学を研究しインドのヨーギのもとで超越膜想を実践し，

コンピュータサイエンスを修めたピーター・ラッセルは，

「グローバルブレイン 情報ネットワーク社会と人聞の課

題 J Cラッセル， 1985)を書く. この本は，情報ネットワー

クが地球生命圏ガイアを認識することにより心身症に悩む

この惑星の治療の機会が訪れ，人間と地球と大地の次なる

進化の段階に繋がると語る.

さらに，地球は生きており意識をもっうえに，心を有す

るという木「アースマインド 地球は人類の廃棄を意図

し始めた-J Cデヴエローら， 1991)が出版される.15年

以上にわたりアースミステリーの調査を続けたポール・デ

ヴエロー， UCLA Cカリフォルニア大学ロサンゼ、ルス校)

などで地質学・人類学・考古学を学んだジョン・スティー

ル， コーネル大学で科学誌を学び、物理学の学位を取得した

デヴィッド・クプリンの共著である. この本は，地球は生

きているという，かつてあった概念を現代に復活させ，ふ

たたびわれわれの思考の中にそれを取り入れようとする.

また，地球が人間と同じように意識を持つ可能'性がある共

通領域について述べている.

ガイアが生きており，脳を持ち，心まで持つというこれ

らの考えは，人類の歴史を見れば今に始まったことではな

い.そこで，地球，大地および土壌について，人聞が古往

今来どのように対応してきたかを知るため，世界の神話，

宗教，伝説および伝承の一部を探索する.そこから，世界

の人びとが大地や土壌をどのように感知し，認識し活用

していたかを知る.

なお，このような考え方の内容の一部は，さきに報告し

た論文にも表現されている(陽， 2006 : Minami， 2009). 

ここでいう神話，宗教，伝説および伝承は以下の定義か

らも明らかなように，いずれも深い関連性をもつので，論

文の構成上，重複する場面が生じるところがある. しかし

重複は極力さけることにする.たとえば，神話の文献を見

ると，そのなかには伝説や伝承が縦横に入り交じっている

からである.筆者は神話，宗教，伝説および伝承に関して

は無知な輩であるから，これらの定義は，以下に示す日本

国語大辞典(日本国語大辞典， 1980) の定義にしたがう.

2. 神話，宗教，伝説および伝承の定義

1 )神話:①原始人・古代人・未聞社会人などによって，

口伝や筆記体で伝えられた，多少とも神聖さを帯びた物語
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で，宇宙の起源，超自然の存在の系譜，民族の太古の歴史

物語を含むもの.その起源は自然現象を擬人的に解釈しよ

うとしたことや，人類に共通な無意識・下意識の要求を投

影したことにある.たとえば，ギリシャ神話や，日本の“古

事記"にある神話のたぐい.②一般には絶対的なものと考

えられているが，実は根拠のない考え方や事柄.

2)宗教:人間生活の究極的な意味を明らかにしかっ

人間の問題を究極的に解決しうると信じられた営みや体制

を総称する文化現象をいい，その営みとの関連において，

神観念や理性を伴う場合が多い.アニミズム， トーテミズ

ムなどの原始宗教や，呪物崇拝，多神教，およびキリスト

教，仏教， イスラム教などの世界的な規模のものがたりが

あり，文化程度，民族などの違いによって多種多様である.

3)伝説:①言い伝えることや言い伝えられること.ま

た噂することや噂されること.その噂・言い伝えや事柄も

いう.②神話， 口碑など古くから語り伝えられ，伝承され

てきた口承文芸の一つ.多く歴史上の人物や特定地域の自

然物，事件などと結びつく現実性を有する点で，娯楽のた

めに製作された空想的である昔話と区別される.自然伝説，

民俗信仰伝説など，その種類は多い.

4)伝承:①伝え聞くこと.人づてに聞くこと.②ある

社会や集団の中でのしきたりや信仰， 口碑，伝説などを受

け継いで後世へ伝えていくこと.また，その事柄.

3.世界の主な神話と土壌・大地

世間に広く神話として親しまれているものを対象とする.

古い順に，メソポタミア神話(紀元前35世紀ごろメソポタ

ミア文明を作ったシュメール人とアッカド人が創った世界

最古の神話).エジプト神話(紀元前30世紀ごろから栄え

たエジプト文明の神話).ギリシャ神話(紀元前20世紀~

3世紀ごろのエーゲ海沿岸のギリシャ文明の神話).インド

神話(紀元前15世紀ごろの神話).ケルト神話(紀元前7
世紀ヨーロッパに住んでいたケルト人の神話).マヤ・アス

テカ神話(紀元前7世紀ごろから 16世紀ごろのマヤ文明

の神話).北欧神話(キリスト教化される前のノース人の信

仰に基づく神話). 日本神話 (8世紀に完成された天地創造

や神の誕生が書かれた[古事記Jと「日本書紀J)の中で大

地や土壌がどのように扱われているかを調査した.

1 )メソポタミア神話(グレイ.2007) 
紀元前 35世紀ごろメソポタミア南部にあるパピロニア

のシュメール人とアッカド人が創り，北部のアッシリアに

も広まった.ギリシャ神話や旧約聖書のもとになった物語

(アダムとイヴ，方舟など)が含まれる世界最古の神話で

ある.なお，旧約聖書のアダムは土から創られる.メソポ

タミアとは，ギリシャ語で「二つの河のあいだJを意味す

る.三つの河とはチグリス川とユーフラテス川である.シュ

メール人は，神話をくさび形文字で粘土の石版に残してい

る.多神教のメソポタミアには様々な神々がおり，奇妙な

姿の神や魔物が登場する.たとえば，あらゆるものの母で

ある女神(ティアマト)は，上半身が人間，下半身がへピ

またはドラゴンである.

大地は生きている神，地母神ニンフルサグ(山の貴婦人)

と見なされていたが，その名前はメソポタミアの低地に広

がる湿地帯や氾濫した水の上にシルトを積み上げることを

意味していた.

農業神のマルドウク，地の壬または湿地のエンキなどが

登場する.また，クルはシュメール神話における冥界およ

び大地の神である.r生きた山」とも表現される.大地や山

という表現は， とりわけザグロス山脈のことを指す.

大地神であることから，大地の奥深く存在する冥界神でも

ある.冥界での仕事は，冥界に流れる河の番人であり，ギリ

シャ神話で、いうステュクス川とほぼ同義の河を見張るという

神である. クルとはシュメール語で大地の甘い水の下に位置

すみ乾燥した塵だらけの土地「帰還する事のない土地Jの

意である. この土地が冥界である.なおこの冥界を支配する

のは， クルで、はなく女王エレシュキガルである.

クルとは，名が王国の名前の前に置かれるのに応じて

「陸J(または「土地J)という意味にもなった. メソポタ

ミア北部のアッシリア語では「マツ」といい.r死」という

意味と「大地・国」という意味がある.このことからもわ

かる通り，アッシリアにおいても冥界神であり，かつ大地

神でもある.

2)エジプ卜神話(イオンズ.2006)

紀元前 30世紀ごろから栄えたエジプト文明社会で創ら

れた.キリスト教とイスラム教が広まる以前に，古代エジ

プトの人びとによって信仰されてきた神々の体系と，それ

に基づく宗教からくる.ただし古代エジプト人の信仰は，

おおよそ 3000年にわたって何度も変容を繰り返してきた

ので，概要を示すことしかできないと言われる.一般には，

古代エジプト都市へリオポリスで信仰されていたへリオポ

リス創世神話をもとにして語られることが多い.

ナイル川のそばで，サハラ砂漠のきびしい暑さを身近に

感じたエジプト人は，太陽や風などの自然を神として恐れ

敬った. ヒエログリフ(象形・聖刻・神聖文字).デモティッ

ク(民衆文字). ヒエラティック(神官文字)を使用し，

以下のような神々の系列を残している.

太陽神を元とし，大気心，湿気神，大地神，天空神，穀

物神，海神，夜神，嵐神が生まれていく.

ラー(太陽神♂)→シュー(大気神♂) =テフヌト(湿

気神♀)→ゲブ(大地神♂) =ヌート(天空神的→オシ

リス(穀物神♂) =イシス(海神的ネフティス(夜神宮)

=セト(嵐神♂)

ゲブは大地の神で，ヘリオポリス神話ではシュー(大気

の神)とテフヌト(湿気の神)の息子である.妹でもある

妻のヌート(天空の神)との聞に，オシリス， イシス，セ

ト，ネフティスが生まれる.

妻のヌートと抱き合っている所を無理矢理シューによっ

て引き離され，天と地とが分かれた. この話はエジプト神

話の中でもとくに有名で，横たわったゲブの上にシューが

立ち，ヌートを支える図像はよく知られている.指先と足
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先とで大地(ゲブ)にふれ，弓なりになった腹部に星が輝

き(天の川)，シュー(大気)がこれを支える.ラー(太陽神)

の聖船が往来することもある.ヌートは死と再生を司るイ

メージから，葬送の女神ともされる.

3)ギリシャ神話(ギラン， 2004) 
紀元前20世紀から 3世紀ごろ，エーゲ海沿岸のギリ

シャ文明の発生と共に生きてきた神話である.後の古代

ローマやヨーロッパに大きな影響を与えた.

神々が生まれる以前，宇宙には時間と空間と物質以外は

何もないカオス(混沌)が広がっていた.そこにガイアが

生まれた.ガイアは自らの力だけで天の神ウラノス，海の

神ポントス，暗黒の神エレボス，愛の神エロスを産み，す

べての母となる.

ガイアは，エロスの働きでウラノスと親子聞の結婚をす

る.そのため，ウラノスは神々の王となった.そして， ウ

ラノスとの聞にクロノスをはじめとする男女6柱ずつの子

どもを生む. このようにギリシャ神話に登場する神々の多

くは，ガイアの血筋に連なる.また人類もその血をヲlいて

いるとされ，母なる女神としてギリシャ各地で篤く崇拝さ

れた.未来を予言する能力をも持つ女神である.さらに，

誓言の神でもある.

このように，ガイアあるいはゲーと呼ばれるギリシャ神

話時代の女神は，地母神で大地の象徴でもある.次いで，

ガイア(大地の女神)はウラノス(天の男神)との聞にク

ロノス(大地)を生む. クロノスはレア(山)との聞に，

へスティア(家庭)・デメテル(農業)・へラ(結婚)・ハ

デス(豊能)・ポセイドン(海)・ゼウス(天)などの神を

生む.

紀元前700年頃の古代ギリシャの詩人へーシオドスの

叙事詩である「神統記」によれば，ガイアは原初神であ

る.最初にカオス(混沌)が生じた.その次にガイア(大

地)とタルタロス(冥界)，そしてエロス(愛)がともに

誕生した.カオスからはエレボス(幽冥)とニュクス(夜)

が生まれ，両神が交わってニュクスはへーメラー(昼)

とアイテール(清明な大気)を産んだ， とある.

4)インド神話(イオンズ， 2005) 
紀元前 15世紀ごろのインドに伝わる神話である. とく

にバラモン教， ヒンドゥー教に伝わるものを指す.成立し

た時期や伝承者の層などによって様々な神話があるが，概

してヴェーダ神話， ブラーフマナ・ウパニシャツド神話，

叙事詩・プラーナ神話の 3つに大別される. ヴェーダ神話

がバラモン教に，叙事詩・プラーナ神話がヒンドゥー教に

属し，ブラーフマナ・ウパニシャツド神話はその両者を繋

ぐものと考えられる.

インド神話は，同じ性格の神が名前や姿を変え，次の神

話に引き継がれる.次々新しい神が生まれ， 1000以上の

神がいる.死者の王ヤマは閣魔大王，破壊の神シヴァは七

福神の大黒天などとして有名である.三神一体の神，すな

わち創造の神ブラフマー，秩序の神ヴィシュヌ，破壊の神

シヴァがおり，神が創造と破壊とを繰り返す.

日本の八百万神と同様に，雷神インドラ(帝釈天)，火

神アグニ(火天)，死者王ヤマ(閤魔天)，鬼神ラクシャー

サ(羅利天)，水神ヴ、アルナ(水天)，風神ヴァーユ(風天)， 

財宝神クベーラ(毘沙門天)，破壊神シヴァ(大黒天)，創

造神ブラフマー(党天)，地女神プリティヴィー(地天)， 

太陽神スーリヤ(日天) 月女神チャンドラ(月天)など

数多くの神がいる.

農耕のなかった時代にプリトゥという壬が初めて大地を

開墾し，豊穣をもたらしたので，大地の女神はプリトゥに

ちなんでプリティヴィーと呼ばれるようになったと伝えら

れている.後に仏教に取り入れられ，地天(じてん)とさ

れる.特に密教における天部の一人で，十二天・二十八部

衆の一つ.大地を神格化したもので，地神，また一説に堅

牢地神と同一視することもある.古くは，大地の堅牢さ・

万物を生育させる恵みをあらわす神として信仰され， これ

が仏教に取り入れられた.多くは男神とされているが，古

代インドでは女神.釈尊が菩提樹下で悟るとき，地下より

湧出しその証明を与えたといわれる.

5)ケル卜神話(マッカナー， 2001) 
紀元前7世紀ヨーロッパに住んでいたケルト人の神話

である. ローマ時代前後にガリア，ブリタニアンなどのケ

ルト社会で崇拝されていた神々の物語である.ガリア人に

よる伝承の類は一切残されておらず，当時のギリシャ人や

ローマ人の記録や考古学資料によって，その存在が推定さ

れている.大地の神(ダグサ)や森と農業の神(スケッル

ス)はいるが，農業生産の意味での土壌そのものの神はい

ない.英雄が戦う物語が多く，ケルト人が戦うことによっ

て食べ物や土地を手に入れていたためで、あろう.地母神と

呼ばれるダ、ヌーという名の女神がいるようだが，定かな事

はわからない.

ケルトについてなによりも豊かなことは，彼らが死後の

生を信じていたことである.ケルトの墓の副葬品からは，

死後の生の信仰が予想される.

以下の神々がいた.ダグザ(大地・豊能神)，ミディール(地

下神)， トーティス(天空神)，タラニス(太陽・天上・空

の神)，エスス(商人・開墾・大工の守護者)， ルゴス(光)， 

スケッルス(森と農業の神)，エポナ(馬・豊穣を司る女神)， 

ケルヌンノス(狩猟神・有角の男性の姿)など.

6)マヤ・アステカ神話(ニコルソン， 2009) 
マヤ神話は，広範囲に派生したマヤ文明固有の宗教的神

話のことを指す. メキシコおよび中央アメリカ北西部とほ

ぼ重複する地域において，共通的な特徴をもった農耕民文

化ないし，様々な高度な文明が繁栄した文化領域を指し，

約三千年以上前から 9世紀にかけて信仰されてきた.他の

神話の例に漏れず，世界の誕生や，神々が人聞を創造する

話などが伝わっている. この神話は，方角，色，数字，星，

カレンダー，食物の収穫などに詳しい.大半はスペインに

よる征服の歴史の中で消失した.

15世紀，マヤ文明と同じ地域にアステカという国が栄

えた.万物に神が宿るという汎神的世界観の神話である.
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しかしスペインの侵攻によって多くの資料が失われた.

マヤ神話の創造神は「グクマツJである.大地の女神に

して愛の女神はトラソウテウトルである.分娩の神でも

あった.肉欲の罪の神でもあった.I汚れを食うものJとし

て悪行の告解を聞いて，人類の罪を消した.

グクマツが始め泥で人聞をつくったが，すぐに壊れてし

まった.つぎに木で人間をつくった.人間の形になりはし

たが，心を入れることができなかった.次にトウモロコシ

で人つくると，魂を入れることができた.

主な神に太陽神「キニチ・アハウJ，トウモロコシの神「ユ

ム・カァシュJ，嵐の神「フラカンJ，雨の神「トラロックム

方角の神「パカブjなどがいる.

7)北欧神話(ホワード， 2008;ディヴィッドソン， 2007) 
北欧がキリスト教化される前のノース人の信仰に基づく

神話である.始め，世界は氷のみで、あった.その後，霜の

巨人ユミルが誕生した.ユミルが倒され，ユミルの血は海

や湖に，肉は大地，骨は山に，頭の骨は空になった.

北欧神話の世界を表わした 1本の想像上の大木が「ユグ

ドラシルJで，別名「世界の木」ともいう.ユグドラシル

のもとで，世界は天井・地上・地下の三つの世界に分けら

れる.天井には，アース神族の「アースカルドJ.ヴァン親族・

光の精の世界，地上には，人間・巨人・小人・妖精の四つ

の世界，地下には，霧の世界・死者の世界が存在する.

土壌の概念はほとんどない.しかし万神殿(パンテオン)

の物語に大地の女神フィヨルギュンが出場する.スウェー

デン人に崇拝されていたフレイは，平和と豊かさを分配す

る神とされていたが，死後は大地の神と呼ばれた.

8)日本神話(吉田ら， 2002;奈良ら， 2016) 
日本神話には，士と農業生産に関係する神々が多く存在

する.8世紀に完成された天地創造や神の誕生が書かれた

「古事記jと「日本書紀J~こ土の神が数多く登場する.そ
のことから， 日本人は古代から土壌に対して大きな関心を

持ち，多大な敬意を払ってきたことがうかがえる.

そのような神々を杷る神社が，現在も数多くある.その

分布や現状を調査し，奉斎してきた人びとの想いや，現在

の土壌を取り巻く問題をここで報告するには，紙数が足り

ない. したがって，古事記と日本書紀の神々を若干登場さ

せ，詳細は別の機会に報告する予定でいる.

イザナミノミコトは，ハニヤスヒメノカミ甲(埴安姫神・

波迩夜須見売神)とハニヤスヒコノカミ♂(埴安彦神・波

迩夜須毘古神)を生んだ.ハニヤスヒメノカミは，ハニヤ

マヒメ(埴山姫)とも呼ばれる.ハニヤスノカミ(埴安命，

埴安神)は，ハニヤスヒコとハニヤスヒメをーっとして称

した場合の呼び名である.いずれも土壌の神様である.

「埴(ハニ)Jは粘土を意味する.尿から生まれたという

弥都波能売神(ミヅハノメノカミ)と一緒に肥料の神とさ

れることもある.他にも，ウヒジニノカミ♂(宇比地迩神・

泥土煮神)とスヒジニノカミ甲(須比地週神・沙土煮神)

がいる.土や沙をあらわしたとされる一方，土器や煮炊き

に関連する神ではないかとも考えられている.

また，アメノサツチノカミ (天之狭土神)とクニノサツ

チノカミ(国之狭士神)がいる.サツチは土の神とされる.

オオツチミオヤノカミ (大土神・土御祖神)は，田地を守

護する神である.このように， 日本には多くの多様な土・

土壌に関係する神がおり，全国的に神社で杷られていた.

たとえば，伊勢外宮の別官に「土宮Jと「風宮」がある.

外宮を右にして，左に池の橋を渡ると，右に土宮，左に風

宮が鎮座している.I土宮jに租ってある神は，大土御祖神

(オオツチノミオヤノカミ)， I風宮Jに祭ってある神は，級

戸神(シナトノカミ)である.

4. その他の神話と土壌・大地

続いて，アフリカ，アメリカ大陸，中国など，神話とし

ては必ずしもそれほど広くは世間に知られていないものを

調査した. ここでも，土壌が神話のなかの重要な部分を占

めていることが分かる.

1 )中国古代神話の女嫡(嚢珂， 2006) 
ミャオ(苗)族の神話とも言われる.土と縄で人類を創

造した女神で，笠纂の発明者でもある.女姻は池の傍らに

うずくまり，黄色い泥を掘り出して水をまぜ，池に映って

いる自分の姿をもとに，赤ん坊のようなものにこねあげた.

それを地面に置くと，奇妙なことに動きだし泣きながら

うれしそうに跳ひ、あがった.女姻はその赤ん坊に「人jと

いう名を付けたといわれる.夫である伏義(ふっき)とと

もに人類の祖として崇拝された人頭蛇身の女神で、ある.

またミャオ族の別の神話では，女嫡は伏義の妹で、あった.

子供のころ，天から落ちてきた雷神が自分の歯を一本抜い

て女鍋に与えた.この歯を土に埋めると，ひょうたんが生

えてきた.まもなく大洪水が起こり，人類は絶滅してしま

うが，女嫡と伏義はひょうたんの中に隠れて無事に生き延

び、た.それから二人は夫婦となり，人類の祖となったという.

天と地が出来上がったばかりのころ，この世には山も川

もあるのに人類だけがいなかったため，女嫡が一人で泥を

こねて人を作ったという話もある. このとき，女鍋は人自

身で子孫を残せるように，婚姻制度なども整えたという.

2)アフリカの神話(パリンダー， 2003) 
ナイジエリアのアルパ族の神話では，はじめ世界は，ず

ぶずぶと水だらけの荒れた土地であったという.その上に

は空があって，空の所有者であるオロルンが，他の神々と

一緒に住んで、いた.絶対神のオルロンは，神々の首長の大

神(オリシャ・ンラ)に人間創出の仕事を任せた.彼は土

から人聞を造り，鋳型に流し 人間は生命を得た.マリの

テンプクトウとニジエール河の湾曲部の南側に棲むドゴン

族の秘密の神話には，神アンマが女性の大地と合体して，

双子の人聞を作る話がある.

3)アメリカ・インディアンの神話

(バーランド， 2003;アードスら， 1997，2005) 
北方遊牧民であるイヌイットのセドナは，あらゆる神話

に共通する偉大な地母神の典型的なものである.北方の森

の狩人であるアルゴンキン族の神話では， グルスンキャッ
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プが母なる土の体を取って快適な平野や食用の植物や人類

を作ったとされる.

大平原の野牛の狩人タチアリカラ族は，人間は地下の前

世から来たと信じていた.大平原のかなり南方には，ポー

ニ一族が住んでいた.彼らの神話にも土壌が介在する.世

界が造られたとき，神々は最初の人びとを作ることを決め

た一人の少女と一人の少年の，二つの泥人形が作られた.

南西部の狩人たちナパホ一族の神話は，空の父と大地の母

が人類の創造者であると語る.

フ。エブロ族の神話も，ナパホ一族と同様に，大地と空は

一体となって同会し大地の四重の胎(子宮)は生きもの

のすべてを苧んだと語る.

アメリカ先住民神話には，オカノガン族， ヒカリエ・ア

パッチ族，アコマ族，ディエゲーニョ族などに人間と大地

の物語がある.オカノガン族の「動物人間の創造Jの話の

一部を抜粋する.i大地はかつて人間であった.く古い者〉

が『お前が全人類の母となるのだ』と言った.大地はなお

も生きているが，母なる女性の姿は変えられた.土は彼女

の肉であり，岩は彼女の骨，風は彼女の息，木々や草は彼

女の髪の毛である.彼女は至る所に生きている.そして，

我々は彼女の上で生きている.彼女が動くとき，地震が起

きるのた・・・・・・・く古い者>は大地から取った泥

で造った最後の球から人聞を創造したJ.
北カリフォルニア沿岸の「大地の竜Jの話の一部を抜粋

する.iさあこれで，二人の神が人聞を創る用意が整った.

土から一人の男を作ると，胃を作るため体内に草を詰めた.

さらにもう一掴みの草を使って心臓に，丸い粘土の塊を肝

臓と腎臓に，一本の草を気管にした.血は赤い石を砕き，

水と混ぜ合わせ作った.男性性器をこしらえた後，男の片

足を取り，それを砕いて女を作った.そして，昼間に移動

する太陽と，夜間に移動する月を作ったJ.
ディエゲーニョ族の「創造の物語」はこうである.iツチャ

イパイが世界を創った時大地は女で，空は男だった.始

まりの頃の世界は葦に覆われた澄んだ湖で、あった.ツチャ

イパイとその弟， ヨコマトイスは一緒に腰を下ろし空の

重さを受けて体を曲げ; ぐっと前屈みになっていたJ.i泥を

掘り出して，まずインディアンたちを創ることにしようJ.

アタエンシクは，北アメリカ北東部のイロクォイ人の考

える天空と大地を司る地母神である.かつて天上界『こいた

が， i火の竜Jと不倫したと誤解され，地上に追放された地

母神で，人間の先祖神ともいわれる.

4)ロシアの神話(ラン， 1998) 
ロシア神話には，地母神としてのマーチ・スィラ・ゼム

リュー(母なる湿潤の大地)の話がある.一神教の異教時

代のスラヴ人たちは， i大地Jを特別な神格として崇拝して

いたが，その神格の姿についても，それへの崇拝について

も，詳しいデータはない.ただロシアにおいてはそれが「母

なる湿潤の大地Jという意味で，マーチ・スィラ・ゼムリュー

という言葉で呼ばれていた.

ロシアのいくつかの地方では，農夫は棒かあるいは単に

指でもって地面に穴を掘り，そこに耳を押しあてて， r大地』
が彼に語りかけることばを聞くJ.

5)ぺルシア神話(ヒネルズ， 2001) 
イラン神話ともいう.多くの宗教が，生命と豊穣の源を

女性の姿に描く. これはきわめて自然なことである.ペル

シア神話で、も， アルドウィー・スーラー・アナーヒター(強

力な汚れなき)11)という女神が登場する.地上のあらゆる

川の源の神である.彼女はあらゆる豊穣の源で，あらゆる

男性の種子を浄化しあらゆる女性の子宮を聖化し，母親

の胸の乳を浄化する.彼女は天の源泉から流れ出て，宇宙

の大洋に流れ込む.彼女は四頭立ての馬車を駆ける.風，雨，

雲，震も彼女の管理下にある.彼女は生命の源として，作

物と家畜を育てるといわれている.彼女は豊穣の源である

から，見方を変えれば大地や土壌の神ともいえるであろう.

神話ではないが，ペルシャで創始したゾロアスター教に

は，敬度なるアールマティがいる.彼女は大地の神で，天

則に従う者が大地を耕し，家畜を養い，また天則に従う息

子をもうけたとき大いに喜ぶ.

6)オセアニア神話(ポイニャント， 2005) 
オセアニアは広い.ポリネシア(ニュージーランド，ハ

ワイ，イースター島，タヒチなどに ミクロネシア(グア

ム，キリパスなど)， メラネシア(ニューギニア，ニュー

カレドニア，フィジーなど)オーストラリアに分けられる.

ニュージーランドについては後に記す.

まず，ポリネシアの神話である.マオリ族の創造は，天

空の父と大地の母の一対の夫婦が自然の起源とみなす. こ

の創造はポリネシア全体に広がっている.マオリ族では，

「天空の父jをアテア・ランギとよび， i大地の母」をパノミ

とよんだ.子どものタンガロアは，大地に這う蔓が腐敗し，

形のはっきりしない動き続けるウジの群れを手にとって人

間の形にした.それに手足と顔をつけた.さらに，心臓と

魂を与えて生命が宿ったという.

中央ミクロネシアでは，おおむね空も世界も常に存在し

ていたという創世観を持っていて，人間は単に住むのに適

するようにされるのを求めているだけだと考えていた.

メラネシアでは，人間の起源に関する信仰はさまざまであ

る.人間は十分に成長した後で，空からか地下からか，あ

るいは木から解き放たれて， この世にやってきた.また，

人聞は土か砂から作られたが あるいは木から彫られて生

まれたとか，または石やウジ，砂絵，血の固まりや卵，植

物からひとりでに出てきたという神話もある.

7)インディオの神話(オズボーン， 1992) 
ブラジルのマト・グロッソ地方のブランコ河流域に住む

未聞の部族のトウパリ族の死者の魂の話は，興味深い.人

聞が死ぬと，瞳孔はその人聞から離れパビットになる.誰

かが死に，その人聞の瞳孔がパピットたちの村に向かつて

肉体から離れると，彼らは死者の肉体を小屋の中の土中に

埋める.埋められるや否や 死者の肉体の中で心臓が成長

しはじめ，数日後には子供の頭ほどの大きさになる.心臓

の内側では一人の小人が跳躍している.小人は次第に大き
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くなり，ついには，小鳥の雛が殻を破るようにして，心臓

の外皮を突き破る. この小人がキ・アポガ・ポッドとなる.

その後，呪術師の手で処置を受け天空に住みつづける.

8)ニュージーランド神話(アルパーズ， 2007)
オセアニア神話と重複する部分がある.マオリ神話には

天地創造の話がある. この物語はランギ・カへケというマ

オリの青年がマオリ語で書き下したものである.次のよう

に始まる.Iわたしの友よ.わたしに耳を傾けよ.マオリ人

はただ一つの源から出ている.すなわち，上に横たわる天

空と下に横たわる大地で、ある. ヨーロッパ人の神は天と地

と万物を創った.マオリ人によれば天(ランギ)と地(パ

パ)それ自体が万物の源泉，すなわち神である」と.

ランギとパパの生んだ多数の子供たちの一人であるタネ

は，タラカワでとれた赤土で女の形を作り，その鼻孔に「旧

約聖書」の創世記的な技術を用いて命の息を吹き込み， ヒ

ネ・アフという土製の女を作り上げ，これを妻にする.

9)世界の神話と大地・土壌のかかわり

世界に分布する世界の主要な神話および地域の神話につ

いて，発祥地・発生時代・人種・特徴・大地・土壌とのか

かわりについて表1にまとめた.

大地神は地下とも通ずるので，死を意味し冥界の神にも

通じる(たとえばメソポタミア神話).大地神と天空神か

ら穀物神が生まれる神話がある(たとえばエジプト神話). 

これは，土壌の養分と光合成で植物が成長する姿を現す.

世界の主要な神話はもとより 何れの神話にも土壌や大

地に関する神が登場する.また数多くの神話が示すように，

人聞は土から創られる.これは 時間と空聞を問わず生き

とし生ける世界中の民族の共通の思惟である.

5. 世界の主な宗教と土壌・大地

宗教の定義については，上述したように神観念の内容が

さまざまである.哲学者はそれを万物の存在根拠であり絶

対者であると考え，神学者は超越的な救済神であると見な

す.またわが国で、は八百万の神という言葉があるように，

日本独特の神観念がある.

世界の宗教を単に一神教と多神教に分類し， これらの宗

教が大地や土壌をどのように認知し対応しているかを探索

する.一神教は，ユダヤ教，キリスト教およびイスラム教

について，多神教は，仏教，道教，神道およびヒンドゥー

教について語る.当然のことであるが，神話と宗教とは元

を共有するものが多いので，上述した「世界の神話」との

重複は免れない. ここでは，神話で述べた内容は極力省略

してそれぞれの宗教の特性を際立たせたい.

なお，以下に示す世界に分布する主要な宗教について，

発祥地・発生時代・開祖・崇拝対象・戒律・信仰・おもな

聖典・特徴などについては，表2も参照されたい.大雑把

なまとめだが，要はそれぞれの宗教がもっ土壌観や大地観

を知りたかったためである.

1 )ユダヤ教(ゴールドスタイン， 2003) 
ユダヤ教は，神観と人間観の関係が明解である.神は天

地を創造し，人聞を誕生させ，万物を生かし，支え，戒め

る.人聞は神になりえないし，成仏もあり得ない.神と信

徒の関係だけである.罪とは神の意志に逆らうことで，そ

のために律法がある.生命は永遠である.

表 1 世界の神話の特性と土壌・大地とのかかわり

神話 発祥地
メソポタミア チグリス・

ユーフラテス;rr
エジプト エジプト
ギリシャ ギリシャ
インド インド
ケノレト ヨーーロッノf

マヤ・ メキシコ・
アステカ 中央アメリカ

北欧 北欧

発生時代 人種 特徴 土壌・大地のかかわり
前35世紀 シュメーノレ・アッカド旧約聖書の元 地母神ニンフノレザグ・大地神クノレ

前 30世紀
前 20~3 世紀

前 15世紀
前 7世紀

前 10~後 13 世紀

後 13世紀

エジプト

ギリシャ
インド

ケルト
メソアメリカ

/ース

ヘリオポリス神話が元

カオスからガイア誕生
大地神ゲブ
地母神・大地の象徴ガイア

バラモン・ヒンドウー・仏教地女神プリティヴィ一

戦争英雄 地母神ダヌー
泥・木・玉局黍で人間創造 大地女神トラソウテウトノレ

ゲノレ7 ン神話の一種 大地女神フィヨノレギュン・フレ
イ

日本神話 日本 後8世紀 日本 古事記・日本書紀から ハニヤスヒメノカミ・ハニヤス
ヒコノカミ他多数

中国古代神話中国 不詳 中国・ミャオ族 女嫡と伏義は人類の祖 土を担ねて人を創造
アフリカ ナイジエリア・ 不詳 アノレパ族・ドゴン族首長大神土から人創造・神アンマ大地と合体し人創る

マリ
インディアン アメリカ大陸

ロシア ロシア
ベルシア イラン

オセアニア ポリネシア・
ミクロネシア・
メラ不シア・
オーストラリア

インディオ 中南米

不詳

不詳

前 20世紀

不詳

イヌイット族(地母神セドナ)・アノレゴキン族(土から人創造)・アリカラ族(地下人)・
ポーニ族(神が泥から人創造)・プエブロ族・ナホパ族(空と大地合体し人創造)・オ
カノガン族・ヒカリエアパッチ族・アコ 7 族・ディエゲーニョ族(泥から人創造)・
イロコイ族(地母神アタエンシク)

スラブ キリスト教と多神教共存 母なる湿地の大地神マーチ・スィラ・ゼムリュー

ベノレシャ 豊壌の源の水神アナーヒター農作物豊壌の神・土神
各種 ポリネシアのマオリ族(大地の母パパ)・メラネシア(土から

ブラジノレ

人創造)

ブランコ川流域のトウパ族は死者が土に埋められ後キ・アポ
ガ・ポッドになり神国へ
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ユダ、ヤ教，キリスト教およびイスラム教は「姉妹宗教」

と呼ばれ，その「奉ずる神は同一」である.ユダヤ教では

しばしばこの神の名前を「ヤハウエ，ヤーヴェ」といった

発音で呼ぶが，ユダヤ教以降は戒律に「神の名前をみだり

に呼ぶなかれJとあるため，信者はこの名前を口にしない.

イスラム教で「アッラー」というのは，神の名前ではなく

普通名詞の「神」をいう.

神「ヤハウエJは，へブライ民族(イスラエル民族，ユ

ダヤ民族)の民間信仰の神の名前である. この民間宗教が

後に組織的な宗教， rユダヤ教Jと呼ばれるようになった.

この「ユダヤ教」から「キリスト教jが出てきて，さらに

またこのキリスト教から「イスラム教Jがでてくる.

聖書には，世界の創造に関して二つの物語がある.第一

の創造物語は，混沌と水と大空と土地の出現である.第二

の創造物語は，人間は「塵Jからつくられたことである.

「わたしもあなたとおなじように，土くれからつくられ

ている:ョブ記 33・6J.土くれからつくられた人間の起

源が，その名の由来を説明する.男はアダムと呼ばれたが，

それは土くれ(アダマー)からつくられたからである. こ

れは「人類jを意味するへブ、ル語になったので，ユダヤ人

は，原人アダ、ムに言及するときには，アダ、ム・ハリション

と呼んで区別している.

アッガダー(典礼書)によれば，神は，人聞を創造する

ために，大地の四つの隅からそれぞれ土くれを取られたの

で，世界のどこで死のうと，大地は人聞を拒んだり，その

遺体を拒んだりすることができない.最初につくられた人

聞は，普遍的なタイプであって 人類の全体を代表するも

のでなければならなかった.

人間の胴体はパビロンの土くれから，頭部はパレスチナ

の土くれから，四肢は世界の他の諸国の土くれからつくら

れたが，生殖器は，その貧欲な住民のために知られたアク

ラ・デアグマと呼ばれた町の土くれからだった.

霊魂は神から与えられたものであった.人間は死ねば，

「塵はもとのように大地に戻り 霊はそれをあたえられた

神に戻るJ(コへレトの言葉 12・7).
2)キリスト教(エヴリー， 1994) 
キリスト教はユダヤ教のようにユダヤ人だけのものでな

く，世界に広く聞かれた宗教である.キリストは説く.神

の国はただあなたがたの中にある.自己反省が主で，民族

よりも個人を中心に，見えるものより内面を重視する.律

法よりも信仰が前面に押しでる.永遠の生命を求める.

キリスト教の神話伝説は 一神教のユダヤ教を基にす

るから，当然話は似ている.r創世記j第二章・第四節から

二五節の天地創造をめぐる物語は， rその日，主なる神は大

地と天とを創造されたJという一説で始まっている.大地

は固く乾いており，草木一本生えていなかったが，地中か

ら霧または大水が湧き上がって 土全体がやわらかくなる

と，泥土と化した大陸の土から，神は最初の生物として人

聞を造った.神はそうして土塊から人聞を形づくると， rそ
の鼻に生命の息を吹き込まれたJ.

カトリック教会の信徒である犬養道子 (1990)は，旧

約聖書を活用し次のことを語る.rラテン語の言語におい

て， r大地』と『人間』と『謙虚』は，実は語源をひとつに

する.大地は humus，そこからヒューマニズムとかヒュー

マン homo<=> humanが生じさらに，最もヒューマンら

しい， ヒューマンをヒューマンとする正しい心的態度とし

ての humility(謙虚・謙遜)の語が生まれた.

Humus →Homo →Humanには， もう一つの意味もあ

る. Humus (土・大地)に侍って，その上でのみ生きる

Homoは，土・大地と同じく，つねに生成の過程を生きる.

言いかえれば，・・・・『絶対不変の存在』ではない『偶有』

なのである.・・・・.それを忘れて，われこそ，われこ

そ，われらの技術等こそ至上絶対としたとき， Homoは

Homo自らを裏切る. ヒュ マンでなくなる.あらゆる悪

と惨はそこから生じはじめるJ. これらの事象は，土壌を

学ぶ者はもとより土壌に恩恵を被るわれら人間すべての認

識すべき知であろう.

表2 世界の主な宗教の特性と土壌・大地とのかかわり

宗教名 発祥地 発生時代 開祖 崇拝対象 主な教え 戒律など
ユダヤ教 エノレサレム 目ij6世紀 無 ヤハウェ 律法・偶像崇拝無 モーセの十戒
キリスト教 ガリラヤ地方 後 30~33 年頃 イエス ヤハウェ 三位一体・蹟罪 モーセの十戒
イスラム教 メッカ 後610年 マホメット アッラー 唯一神・偶像崇拝無 五行・飲酒禁止
仏教 インド 前 5~6 世紀 釈迦 諸物 縁起・四諦・八正道 五戒・八斎戒
道教 中国 後2世紀頃 無 太上老君 無為清浄・道・長寿 五戒十善・三百戒
儒教 中国 紀元前 136年 (孔子) 天道・孔子ら 仁・徳・礼 五輪など
神道 日本 民族発生以来 無 八百万の神々 先祖神・環境神 験・模
ヒンドゥー教 インド 後4世紀頃 無 ピシュヌなど 宇宙と自我・苦行 殺生・肉食禁止

宗教名 主な形態 聖典など 特徴 土壌・大地とのかかわり
ユダ、ヤ教 契約を遵守 モーセの五書 一神教・民俗宗教土塊(アダマー)から人(アダム)創作
キリスト教 機悔・信じる 新・旧約聖書 一神教・世界宗教土塊 (humus)から人 (human)創作
イスラム教 アッラーのみ コーラン 一神教・世界宗教土(アダム)から人(アダム)創作
仏教 無明・執着・真理大蔵経 多神教・世界宗教極楽浄土・厭離被土・欣求浄土・十万億土
道教 自然力順応 道徳教・抱朴子 多神教・現世利益土地神として后土神など三神
儒教 自己抑制・恕 論語・孟子など 道徳的宗教 土壌は人聞が生き死後は入るところ

神道 古代日本人精神 古事記・日本書紀多神教・民俗宗教土宮・盤土神・赤土神・底土神など
ヒンドゥー教 霊魂不滅・輪廻 ヴェーダ、など 多神教・民俗宗教大地神としてプリティヴィー
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3)イスラム教(中村， 2001) 
イスラム教の信仰告白は， I神は唯一にして，ムハンマド

はその使徒であるj という言葉によって表現されている.

ユダヤ教徒やキリスト教徒とは異なる一神教徒であること

を主張する.偶像崇拝をやめて，唯一なる神(アッラー)

だけを信じることにある.利己主義をやめ弱者や貧者を助

けることを中心におく.聖典コーランは神の語った言葉そ

のままである.ユダヤ教の律法やキリスト教の新約聖書，

旧約聖書も神から受け取った「啓典Jであるとされ，聖典

コーランは改訂された最後の最もすぐれたものである.世

界に神の子はし、ない.

イスラム教の特徴は，アッラーが唯一絶対の神であり，

来世に強い力点をおき，個人の信仰と行為が中心である.

神は6日で天地を創造したといわれる.アダムとエパ(イ

ブ)は，旧約聖書『創世記』に記された最初の人間である.

天地創造の終わりの 6日目に，ヤハウェによって創造され

たとされる.なおアダムとは，へブライ語で「土JI人間J
の2つの意味を持つ言葉に由来している.エパはへブライ

語でハヴァといい「生きる者Jまたは「生命Jの意味であ

る.基本的には，聖書の記述と同じである.

4)仏教

ユダヤ教，キリスト教およびイスラム教においては，人

は神になれない.神と人は違った存在で、ある. ところが仏

教では，人は仏にならなければならない.仏教では成仏と

いう言葉があるが， これは死ぬとし寸意味ではなく，仏に

なるということを意味する.死へ向けての宗教であるから，

土という言葉は成仏を目指す過程とその先にある.成仏で

きないものは，次のものに生まれ変わり，輪廻転生する.

たとえば，浄土は仏や菩薩の住む浄らかな仏国土であり，

阿弥陀如来の西方・極楽浄土をさしていう場合が多い.阿

弥陀仏は誓願と修行に報われて仏と成られた報身仏で、ある

から，その浄土は報土でもある.他にも薬師如来の東方・

浄瑠璃国浄土，観音菩薩の観音浄土，釈迦如来の霊山浄土

などが有名である.冥土は 死者が来世の世界に転生する

までの間に訪僅うといわれる冥界のことで，ここでは生前

の行いにより，転生する来世が決まるという.

他にも，仏教用語に次のような言葉がある.厭離穣土，

欣求浄土寂光浄土，十万億土，土砂加持・土砂供養，極

楽浄土・安養浄土・四方浄土，天台四土，穣土浄土などが

ある(陽， 2015). 

5)道教(小向， 1992) 
自然宗教の一つで、多神教である. きわめて複雑で雑然と

している.組織的な教理を持つ成立道教と，民間で信じら

れている民衆道教に区分される.道教には開祖に相当する

人物はいない.無為清浄に生活すれば，宇宙の本体である

「道jに帰一し，天地とともに長生きできると説かれる.I道
徳経」と「抱朴子Jが経典のようなものであるといわれる.

生死を一体化した不老長生が目的である.

道教は，中国古代の神秘思想，神仙説を中心としつつ，

さまざまな民俗宗教を習合した形で成立した現世利益的な

自然宗教である.神道と同様に自然発生的な多神教で，高

位にある天界の神々から自然界の神々まで含めると，数え

きれないほどの神が存在する.

そのうち，土地神は日本の神道の産土信仰のように，后

士神(后士)，城陸神(城陸爺)およひ福徳正神(土地公)

の三神がある.城陸神は府州県の役所がある城壁に固まれ

た都市や町の支配神，福徳正神は，城陸神の管轄が及ばな

い域外の村落や郊外を守護する神，后士神は，墓の守り神

である.三世紀頃から信仰され，災害や疫病や戦争が起こ

るたびに広く普及し，唐代には各地に城陸廟が建てられる

ようになった. この神は，興味深いことに現世の地方長官

と同じく，昇進，転任，更迭，左遷まであるという.それ

を采配決定するのは玉皇上帝か関帝である.

6)儒教

儒教は，孔子を始祖とする思考・信仰の体系である.紀

元前の中国に興り，東アジア各国で2000年以上にわたっ

て強い影響力を持つ.その学問的側面から儒学，思想的側

面からは名教・礼教ともいう.大成者の孔子からその名を

取って，孔教・孔子教とも呼ぶ.中国では，哲学・思想と

しては儒家思想という.祖先祭杷を伴う招魂再生の考え方

で，聖人をめざす.

天を敬い祖先崇拝を重要視するから宗教とされる.す

ぐれた宗教とはすぐれた死生観(宗教性)を土台にした

道徳思想で，儒教はこの基準をよく満たしている(加地，

1994).死生観が「すぐれている」とは，土地の気候風土

などの自然条件や歴史的条件によく適合し，その土地・社

会の人々の心性に合致していることである.儒教の最も重

要な教えは「仁」である. この「仁」とは， 自分の忠(ま

ごころ)と他人への恕(思いやり)を実現の経路とする.

儒学という学問は哲学や思想という学問の範障にあるた

め， 自然生態的な事象に目を向けるところは少ないが，次

の孔子の言葉は，まことに土壌の本質を貫いている.漢の

時代の劉向が「説宛」という書の「臣術篇Jに，孔子 (BC

552~479 年)の言った「土」に託する想いが記述されて

いると，林蒲田 (1996)の書にある.

為人下者，其抗土乎!種之則五穀生鷲，禽獣育鷲，生人

立駕，死人入駕，其多功市不言.I人の下なるもの，其はな

お土か!これに種えれば，すなわち五穀を生じ，禽獣育ち，

生ける人は立ち，死せる人は入り，その功多くて言い切れ

ない」と読める.孔子は論語でほとんど自然を語っていな

いが，さすがに土壌の偉大さは熟知していた.

7)神道(吉田ら， 2002;奈良ら， 2016) 

神道は，日本人固有の民俗宗教である. 自然(天象・気象・

地象・地水・海洋・農業など)，英雄，祖先および観念(生

殖力・想像・生成・腕力など)に神が宿す力や霊魂を崇拝

する信仰である.本居宣長が日本の神は「尋常ならずすぐ

れたる徳、のありて可畏(かしこ)き物」であると指摘した

ように，古代日本人はおそれかしこむものすべてを神と呼

んだ.だから神の数は無数になった.八百万神といわれる

ように，典型的な多神教である.
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日本の神々は環境神と呼ぶにふさわしい.各地に天象・

気象・地象・内陸地水・海洋・臨海環境の神社が散在する.

たとえば，天象環境神には太陽の伊勢神宮，月の月読神社，

星の赤星神社などがある.

土に関する神社は，伊勢神宮の外宮にある土官が代表的

である.大土神，土之御祖神および大土御祖神が杷られ，

これは団地の守護神であるとともに，土そのものの精霊で

もある.内宮の摂社にも大土御祖神社がある.

身曾貴大破(神道資料集)の中に，土の神社が表れる.I高
天原に神留坐す皇親神漏岐神漏美命以ちて日向の橘の小

戸の憶原の九柱の神八十柾津日神神直日神大直日神底津

少童命底筒男命中津少童命中筒男命表津少童命表筒男命

粟水門及速吸名門の六柱の神磐土神(いわづ、のかみ)神

直日神大直日神底土神(そこづ、のかみ)大綾津日神赤

土神(あかづ冶のかみ)達諸の汚穣を駿ひ賜へ清め賜へ

と申す事の由を左男鹿の八の耳を振り立てて聞食せと申

すJ.高知県南国市の石土神社には，上述した大放の盤土神，

底土神および赤土神が紀られている.

ほかにも土神が杷られている.愛知県津島市の津島神社

の境外社には大士社が，兵庫県西宮市の贋田神社には大土

御祖神が杷られている.京都東山の若宮八幡宮には迦具士

社などがある.上述した旧本神話」も参照されたい.

8)ヒンドゥー教(森本， 2003) 
ヒンドゥー教は，自然のめぐり，宇宙の法則を哲理とし，

その哲理の上に成り立った自然宗教である.元になったの

は，インド最古の宗教文献であるヴェーダ、のバラモン教で、

ある.紀元前五百年頃，仏教やジャイナ教が成立した後，

土着のさまざまな民間信仰，習俗などを吸収しておこった.

多神教の典型である.

業(カルマ)と輪廻(サンサーラ)と解脱(モークシャ)

を説くことにある.人も動物も神もすべて生あるものは業

によって縛られて，生死の流転を繰り返す輪廻の世界にあ

る. これに対して束縛を断ち切った状態を解脱といい， こ

れにはヨーガを実践する必要がある.

ヴェーダの神々は自然現象を神格化したもの故，神々は

天界・空界・地界の三界からなる宇宙世界のどこにもいま

すものと考えられていた.地界の神はプリティヴィーと呼

ばれ，母なる大地を意味する.プリティヴィーは堅固で，

山岳を担い，樹木を保ち，道路に富み，大地に活気をもた

らすとされる.後に仏教に取り入れられ，地天とされる.

9)世界の主要な宗教と大地・土壌のかかわり

世界に分布する主要な宗教について，発祥地・発生時代・

開祖・崇拝対象・戒律・信仰・おもな聖典・特徴・大地と

土壌のかかわりを表2にまとめた.

一神教は，なべて人は士から創られる.多神教は，土を

神のーっと信じ租り，敬うか来し方行く末の聖地ととら

える傾向がある.いずれの宗教も土や大地なくして成立し

ないことは明かである.

6. 土壌と大地の女神と男神

古来，洋の東西を通じて，女神は欠くことの出来ない重

要な位置を占めている.最終的に男神が最高神になろうと

も，その神を生み出すのは女神であることが多い.そうし

た神々の始祖的な役割を果たす女神の多くは，大地や土壌

や豊壌を司っている.

これは，女性だけが持つ出産や育児の機能と，大地が作

物を生み出し育む姿が同一視されているからであろう. こ

うした“生み出す力"が神聖視され，生命の神秘という永

遠の命題のようなものが，女神をより高い地位に押し上げ

たものと考えられる.そのことは，さらに生命を育む土壌

や大地が神聖化され，豊壌な土から人が創られたり生まれ

たりする神話を生んで、きた.

一方では，男性社会における理想像として描かれる女神

も少なくない.男神が最高神の世界では，美の女神や無償

の愛で包み込む女神などが存在する.女神たちの美しさは

凄まじい.神々を狂わし，人を狂わし世界に多くの物語

を創る. ここでは，そのような女神については追わない.

世界の土壌と大地に関する神は，女神が男神より多い.

女神には，ガイア:ギリシャ神話で大地そのもの，デメテル:

ギリシャ神話で豊穣を司る， レア:巨神族の大地の女神で

天空神ウラノスとガイアの娘，ゲルドまたはゲルズ:北方

神話で畑，フリッグ:北方神話で大地，パチャママ:イン

カ神話で母なる大地，ニンフルサグ:シュメール神話で、大

地・豊穣・植物， プリティヴィー:インド神話で地天，モ

コシ:スラブ神話で母なる湿地， イナンナ:シュメール神

話で地母神・豊穣神，エトピウゲン・エへ:モンゴル神話

で地母神，ダーナ:ケルト神話で生命の源のダヌとも，エ

スニャ:ケルト神話で大地・穀物・家畜の神， 日本神話で

¥ニヤスヒメノカミ・スヒジニノカミなどが登場する.

男神には，エンキ:シュメール神話で水・知識・地・盛

り土， クル:シュメール神話で、大地・山・冥界， ゲブ:エ

ジプト神話で大地，ヤマ:インド神話で最初の人間・冥界

の王，スケルス:ケルト神話で森・豊穣， ドン:ケルト神

話で冥界の王，ケツアルコアトル:アステカ神話で農業・水，

クグマッツ:マヤ神話でクルカンともいう，ダグザ:ケル

ト神話で大地・豊穣，ヤロヴィート:スラブ神話で豊穣・

軍神・死と復活， 日本ではハニヤスヒコノカミ・ウヒジニ

ノカミなどが登場する.

7. まとめ

1)世界に分布する主要な神話およびそれ以外の神話につ

いて，それらに含まれる土壌観と大地観を知るため，発祥

地・発生時代・人種・特徴・土壌との関連性などについて

調査した.ほとんどの神話に土壌や大地が登場する.また，

何れの神話にも土神が存在するか，土壌から神が創られる

物語で構成されている. これは世界中，時間と空間を問わ

ず生きとし生ける人間の共通の思惟である.

2) エジプト神話のゲブ，ギリシャ神話のガイアおよび日
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本神話のハニヤスノカミ(埴安命，埴安神)などが最も具

体的な土神のにおいが強い.続いて，アフリカ，アメリカ

インディアンおよびロシアの士神が具体的である.

3)中国古代神話，アフリカ神話，インディアン神話およ

びオセアニア神話には，土から人を創造する物語がある.

4) 日本神話ほど，土にかかわる神の数が多い神話はない.

いまも日本中に土に関わる神社が存在し，土が神として杷

られている.たとえば，磐土神(いわづ、のかみ)，底土神(そ

こづ〉のかみ)および赤土神(あかづ〉のかみ)など.な

お，これらは航海の神とする説もある.

5)アメリカ先住民の土の神話は，地母神，人創造，天地

合体の物語など部族によって形態がさまざまで興味深い.

6)土神の数において，女神が男神にまさる.女性の“生

み出す力"が神聖視され，生命の神秘という永遠の命題が，

女神をより高い地位に押し上げたものと考えられる.その

ことは，さらに生命を育む土や大地が神聖化され，豊壌な

土から人が創られたり生まれたりする神話を生んで、きた.

7)世界に分布する主要な宗教について，それらの宗教に

含まれる土壌観を知るため，発祥地・発生時代・開祖・崇

拝対象・戒律・信仰・おもな聖典・特徴・土の関連性を調

査した.一神教は，なべて人は土から創られる.多神教は，

土を神のーっと信じ杷り，敬うか，来し方行く末の聖地と

とらえる傾向がある.いずれの宗教も，士なくしてその成

立と特性を表現できないことが明かになった.

8) 土は旧約聖書の中に永続的に生き続けている.神は

土地の塵で人を創った.ラテン語の言語において， w大地』

と『人間』と『謙虚』は，語源をひとつにする.大地は

humus，そこから homo， humanが生じ，さらに，最も

ヒューマンらしい正しい心的態度としての humility(謙

虚・謙遜)の語が生まれた. Humus →Homo →Human 

には， Humus (土壌)に僑って，その上でのみ生きる

Homoは，士・大地と同じく，つねに生成の過程を生きる

という意味もある.

9)人は土から生まれ，創られ，最後には土に帰る.

10)土壌は農業生産のためだけではなく，人類と共に宗

教や神話などの世界で生き続けている.

以上のように，土壌は人間の生存を維持するための農業

生産のためのみならず，神話や宗教のなかに心の縁として

も重要な役割を果たしている.土壌は，いまもなおわれわ

れとともに生き続けているのである.そのためには，さま

ざまな場面で土壌が生き続けていることを確認し，人聞に

対すると同様に，われわれは土壌に対しても倫理をもたな

ければならない (Minami，2009).そして，人聞が生き続

けるための糧と活源である土壌を，世代間倫理のもとに未

来永劫にわたり安全に保ち継承する必要がある.そうでな

ければ土壌は逆襲するであろう.いや，すでに逆襲は始

まっている.

8.おわりに

現代科学の知見のもとに，生きている地球生命圏ガイア

の認識は，地球は脳を持つという概念に進展した.地球生

命圏ガイアの認識により，心身症に悩むこの惑星の治療の

機会が訪れ，人間と地球と大地の次なる進化の段階の出現

があると思う人びとが現れた.さらに思考は深まり，地球

は生きており意識をもっうえに，心を有すると考える人び

とまで現れてきた.現代科学の知見のもとに，である.

このような，地球は生きており脳と心をもっとしづ古来

の人類が認識していた概念を現代に復活させ，ふたたびわ

れわれの思考の中に具体的にこれらの認識を取り入れるこ

とが可能であろうか.人間と意識を持つ地球，大地および

土壌の聞を連携できる共通領域はあるのだろうか.

このように生きている地球，大地および土壌について，

人聞が古往今来どのように考えてきたかを明らかにしよう

と考え，世界の神話，宗教，伝説および伝承の一部を探索

した. この間いの答えを求めるつもりで，本文を書いた.

そこから，得られたものは上述した「まとめ」にもある

ように，大地や土壌に倫理観をもつことの必要性で、あった.

遥かなる太古から，われわれが生まれ死んでいくところの

土壌に倫理を持ち続けることで、あった.地球や土壌に，人

が人にもつ倫理観をもたなければ人類の未来は暗い.その

ことをわれわれは，土壌汚染，土壌侵食，温暖化，オゾン

層破壊などの現象で知り得たのである.

では，人類は土壌とどうつきあえばいいのか.それは，

上述したように土壌がわれわれと共に生きている生きもの

であると知ることである.そして，土壌が生きものである

からこそ，われわれはこの土壌に対して倫理観をもたなけ

ればならないということである.

倫理の原則は，たったひとつの条件の上に成り立ってい

る.つまり，わたし個人はお互いに助け合う仲間のひとり

である.個人は本能的に，仲間の間で自分の場を決めよう

として他人と競争する.でも同時に，倫理観も働いて他人

との協調に努める.

この考え方の枠を人聞から土壌，水，植物，動物，つま

りはこれらを総称した土地や環境に拡大する必要がある.

土地倫理とか環境倫理といわれる考え方である.生態学の

視点からいうなら，倫理とは生存競争における行動の自由

にもうけられた制限のことである.哲学の立場でいえば，

倫理とは社会に反する行為から社会的行為を区別すること

である.表現は違うが，共にひとつのことを定義している.

われわれ日本人は幸いなことに，はるかな昔からこの考

え方を持ちつづ、けている.それは古神道といわれるもので，

山に神あり，川に神あり，風に神あり，といった自然を崇

拝し生態系を守ろうとする考え方である.われわれには，

大地や土壌に倫理観をもっ素質がすでにあると考える.あ

とは， これをさらに深めることである.
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